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〈4th Edition〉
Enchanted by the Winter

in Yonezawa

米沢の冬に惹かれて

〈第 37 回〉
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（米沢市上杉博物館蔵）

■問合せ／社会教育文化課文化財担当 ☎ 22-5111

　「上杉文書」は上杉家に伝来した史料群で、同じ米沢市上
杉博物館で所蔵している国宝「上杉家文

もん
書
じょ
」とは別のもので

す。名前の通り、どちらも上杉家に関する史料のため「上杉
文書」と「上杉家文書」は研究に活用されてきましたが、「上
杉文書」の全貌は詳しく分かっていませんでした。そこで、
文化庁の国庫補助事業を活用し、史料１点ごとに内容、作成
年代などを明らかにする詳細調査を行いました。
　５年間にわたる調査の結果、史料の総点数は 9,000 点以
上に及ぶことが分かりました。内容は、藩主から藩士に宛て
た書状、家臣団の由

ゆい
緒
しょ
書
がき
や日記、戊

ぼ
辰
しん
戦争に関する書状、米

沢内外の村々を描いた絵図など多岐にわたります。形態も書

状や冊子、巻
かん
子
す
などさまざまで、それぞれ作成された年代は

鎌倉時代から現代（昭和）までと、幅広い史料で構成されて
います。この史料群は年代を越えて多くの人々によって大切
に残されてきました。
　「上杉文書」の主要史料は、写しを市立米沢図書館郷土資
料閲覧室に配架しています。また、目録データは今後、上杉
博物館のホームページ内で公開、調査成果をまとめた報告書
は博物館・図書館で４月以降所蔵予定です。
※	折

おり
紙
がみ
：紙を横半分に折り、横長の状態で折り目を下にして

文字を右側から書きます。左端まで文字がきたら、紙を裏
返してまた右側から書きます。そのため、紙を広げると文
字の向きが上下向かい合わせとなります。

（英語）
     Since being assigned to Yonezawa City, I experienced its 

colored autumn and harsh winter. While people around me often 

mention how hard winter is, I like it a lot. Dressing warmly, the 

cold feels pleasant, and the crisp morning air is quite refreshing.

     This year, a known lyric - “the cold never bothered me anyway” 

– came to mind, and I summoned my childhood by making a

snowman. Growing up in Russia, I built a one every winter, but 

after moving to California, there were far fewer opportunities to 

see snow. Being able to see it again in Yonezawa brought back 

many joyful memories.

     I was also fascinated how snowmen are made differently from 

country to country. In Russia and the United States, snowmen 

are made with three snowballs, while in Japan only with two. It 

is interesting that while the snow is the same, the shape varies 

depending on the culture.

     Even amid the severe cold, the world outside is full of wonders. 

I can’t wait to experience the seasons ahead in Yonezawa!

（日本語訳）
　米沢市に着任し、色鮮やかな秋と厳しい冬を経験しました。
周囲からは冬の苦労をよく耳にしますが、私はこの季節が大
好きです。着込めば寒さは心地良く、朝の澄んだ空気は心ま
で爽やかにしてくれます。
　今年は「少しも寒くないわ」という有名な歌の一節を思い
出し、童心に帰って雪だるまを作りました。幼少期を過ごし
たロシアでは毎年雪だるまを作っていましたが、カリフォル
ニア移住後は雪に触れる機会が減っていました。久しぶりに
雪に触れて、ロシアでの楽しい記憶が蘇りました。
　国によって作り方が違うことも興味深い発見でした。一般
的に、ロシアやアメリカでは３つの雪玉で作りますが、日本
では２つの雪玉で作ります。同じ雪を使ったものでも、文化
によって形が異なることに面白さを感じました。
　外の世界には、厳しい寒さの中にも魅力がたくさんあります。
米沢で過ごすこれからの季節が、今からとても楽しみです！

20 2026.3

〈第 94 回〉

３月は「自殺対策強化月間」です
■問合せ／健康課成人保健担当 ☎ 24-8181

〈第 142 回〉

米沢市立病院外科の地域医療の役割
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

えます。外科医は消化器疾患や外傷、がん、感染症など多様
な疾患に対応する必要があり、時には内科的判断や救急初期
対応も求められます。そのため、「何でも診る」という総合
的な姿勢が重要となります。また、高齢化が進む米沢におい
ては、外科治療の目的は単に手術の成功に限らず、患者の生
活背景や家族構成を考慮し、術後の生活の質や在宅復帰まで
を見据えた医療が求められます。外科医は患者や家族と丁寧
に向き合い、地域の介護・福祉と連携する調整役も担ってい
ると考えます。
　当院の外科は、地域医療の「最後の砦」としての役割を果
たすという信念の下

もと
、地域の人々の力となれるよう今後も

日々全力を尽くしてまいります。何でも相談してください。

　近年、医療技術の進歩により腹
ふく
腔
くう
鏡
きょう
手術やロボット支援手

術が普及し、一般外科は大きな変革期を迎えています。低
てい
侵
しん

襲
しゅう
手術は、患者の身体的負担を軽減し回復を早めることがで
きますが、外科医にはより高度な技術と継続的な修練が求め
られます。当院においても腹腔鏡手術を積極的に導入し、日々
研鑽を重ねながら、良質な医療を提供できるよう努めており
ます。また、消化管、肝

かん
胆
たん
膵
すい
、乳腺、甲状腺、ヘルニア、外

傷など幅広い領域を対象に診療を行い、福島県立医科大学や
山形大学医学部とも連携しています。
　一方で、田舎の地域病院における外科は、単なる専門診療
科にとどまらず、地域医療を支える中核的な存在であると考

【今月のドクター】
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　あなたが悩んでいることを話してみませんか？次の相談機
関をご利用ください。

〇 話すことでこころが軽くなることがあります。
①	心の健康相談統一ダイヤル☎ 0

お こ な お う
5 7 0 - 0

まもろうよ
6 4 - 5

こ こ ろ
5 6  

心の健康相談ダイヤル☎ 023-631-7060
■  日時／９時～ 12時、13時～ 17時（土日・祝日・年末年
始を除く）※３月１日㈰～７日㈯は９時～ 17時

こころの健康に関する展示をすこやかセンターと市役所で開催しています。

※	ゲートキーパー：悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、
必要な支援につなげ、見守る人

〇 ゲートキーパー※養成講座を受講してみませんか？
　「人に悩みを言えない」「どのように解決したらいいか分
からない」など、自分から相談できずに１人で抱え込んで
しまうことがあります。そんな人への声の掛け方、接し方
を学ぶ講座です（企業・団体向けの講座も随時受付中）。
■日時／３月 10日㈫９時 30分～ 11時 30分
■場所／すこやかセンター
■費用／無料　■持ち物／筆記用具
■申込・問合せ／健康課（前日まで申込み）☎ 24-8181

② LINE でこころの健康相談＠山形
■ 日時／毎日18時30分～22時（年末年始を除く）
■対象／県内に在住・通勤通学している人
■方法／ LINE アプリで友だち登録
③自死遺族相談
精神科医師や保健師による「個別相談（要予約）」や、遺族同
士の語り合い・分かち合いの場として「自死遺族のつどい」を
月１回開催しています。秘密は厳守します。

ID：＠950wtmqh

■ 問合せ／県精神保健福祉センター（山形市）	
①☎023-624-1217②③☎023-674-0139




